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市政ひろば

南
あ
わ
じ
市
活
性
化
委
員
会

市
の
活
性
化
を
考
え
、議
論
熱
く

「
紫
の
桜
」ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
記
念
植
樹

外
国
語
観
光
案
内
板
の
設
置

め
、案
内
看
板
は
日
本
語
、英
語
、

韓
国
語
、中
国
語
の
４
か
国
語
で

記
し
て
い
ま
す
。観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

写
真
や
地
図
を
掲
載
し
、市
内
の

名
所
を
案
内
す
る
た
め
の
工
夫
も

凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
よ

う
と
３
月
25
日
、
南
あ
わ
じ
市
活

性
化
委
員
会
（
木
田
薫
委
員
長
）

が
発
足
し
、
市
役
所
中
央
庁
舎
で

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
地
域
で
精
力
的

に
活
動
し
て
い
る
自
治
会
や
商

板
を
増
や
し
た
方
が
観

光
客
に
親
切
で
は
な
い

か
」
な
ど
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

い
い
も
の
は
残
し
、
そ

う
で
な
い
も
の
は
排
除

す
る
な
ど
「
行
政
と
住

民
の
役
割
の
部
分
も
整

理
し
、
や
っ
て
い
き
た

　

こ
の
ほ
ど
、外
国
人
観
光
客
向

け
に
市
内
の
観
光
施
設
を
紹
介
し

た
案
内
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

看
板
の
場
所
は
、イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
丘
と
慶
野
松
原
、灘
黒
岩
水

仙
郷
、道
の
駅
う
ず
し
お
、な
な
い

ろ
館
内
の
計
５
か
所
。市
が
独
自

に
市
内
ホ
テ
ル
を
対
象
に
平
成
20

年
度
の
外
国
人
観
光
客
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、宿
泊
数
は
１
万
３
３
７

人
で
、内
訳
は
台
湾
48
％
、中
国

26
％
、韓
国
21
％
、ア
メ
リ
カ
３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
圏
を
中
心
と
し
た
外
国

人
観
光
客
が
増
え
て
い
く
中
で
、

市
で
は
集
客
力
を
向
上
さ
せ
る
た

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
代
表
す
る

木「
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
」の
木
26
本
が

▲施設を紹介する外国語の案内看板

い
」
と
の
意
見

も
出
ま
し
た
。

　

同
席
し
た
中

田
市
長
は
、「
今

は
ま
だ
慣
例
・

前
例
を
重
視
し

よ
う
と
い
う
流

れ
が
あ
る
。
建

工
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
13
人
で
構

成
。様
々
な
分
野
の
人
が
集
ま
り
、

次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
が
活
躍

す
る
場
を
提
供
し
よ
う
と
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
論
で
は
、「
朝
市
を
集
約
で
き

な
い
か
」「
誘
導
看
板
や
歴
史
的
看

▲「この会だけに留まらないものにし
たい。住民主体で本音でトークできる
場をつくりたい」と語る木田委員長

▲市の課題やＰＲ方法を議論

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　　  （４月１６日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 328件 43,923,219円

市外（島内） 47件 5,871,000円

市外（島外） 199件 27,054,940円

合計 574件 76,849,159円

詳細は市のホームページで掲載しています

ふ
る
さ
と
納
税

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

設
的
な
考
え
で
行
政
に
も
厳
し
い

意
見
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
、
今
後
委
員
会
で
効
果
的
な

事
業
案
が
出
れ
ば
、
事
業
化
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
同

委
員
会
は
今
後
月
１
回
は
議
論
を

交
わ
し
、
専
門
部
会
を
設
け
て
形

に
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
長
就
任

　

任
期
満
了
に
伴
い
出
口
智
康
さ

ん（
八
木
）が
４
月
１
日
、南
あ
わ

じ
市
消
防
団
長
に
就
任
し
ま
し

た
。任
期
は
24
年
３
月
31
日
ま
で
。

※
新
幹
部
は
13
頁
に
掲
載

防
犯
ブ
ザ
ー
寄
贈

　

市
内
の
17
小
学
校
で
４
月
８

日
、入
学
式
が
行
わ
れ
、新
１
年
生

４
３
７
人
全
員
に
防
犯
ブ
ザ
ー
が

配
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、２
０
０
個
は
西
淡
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
前
川
有
会
長
）

か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。寄
贈

は
今
年
で
６
回
目
。市
で
は
、近
年

全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
子
ど
も

を
取
り
ま
く
犯
罪
の
予
防
な
ど
に

役
立
つ
よ
う
に
と
、毎
年
配
布
し

て
い
ま
す
。

▲新消防団長の出口智康さん

▲紫色の花を咲かせるジャカランダの木
を植樹（3月30日、イングランドの丘）

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
・

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
に

植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
花
み
ど
り

フ
ェ
ア
開
催
と
淡
路
日

豪
協
会
設
立
10
周
年

を
記
念
し
、国
際
ロ
ー

タ
リ
ー
第
２
６
８
０
地

区（
淡
路
地
区
）の
寄
贈

と
、同
協
会
や
駐
大
阪

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
総
領
事
の
協
力

に
よ
り
植
樹
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
・
地
方
と
も
に
厳
し
い
財
政
運
営
を

求
め
ら
れ
る
中
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
行
政

だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
自
治
会
や
自
主

防
災
組
織
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

主
体
と
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
個
性
あ

る
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
課
題
解
決

に
は
、「
市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
観
点
か
ら
、
地
区
自
治
会
単
位
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
果
た
す
役
割
が
重
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

地
域
の
基
盤
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
市
内
21
地
区
に
整
備

　

地
域
づ
く
り
の
活
動
拠
点
を
充
実
さ
せ
、

よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
地
域
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
市
内
21
か
所
に
市
民
交
流
セ
ン

南
あ
わ
じ
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画（
案
）

事業項目 内容

地域振興・情報発信
夏祭り等地域おこしイベント、各種スポーツ大会の開催、国際交流事業、地域広報誌の発行、地域版ホー
ムページの作成

環境美化・保全 不法投棄の防止、ごみの減量化の推進、花づくり等緑化の推進、公園の清掃美化、道路・河川清掃、道づくり

安全・安心 交通安全・防犯パトロール、地域安全教室・危険箇所点検、自主防災活動

子どもの健全育成
子どもの体験活動、親子ふれあい体験活動、地域の伝統・文化の継承、地域ふるさと歴史探訪、ボラン
ティア活動、青少年健全育成事業、子ども見守り活動、エコ省エネ活動

文化・スポーツ振興 生涯学習、人権教育の推進、伝統文化の継承、郷土史の研究、文化祭

保健・福祉 健康づくり、ひとり暮らしの高齢者支援、介護支援、敬老事業、子育て支援

その他 地域づくり運営協議会の運営、地域いなりこ予算事業(市民生活応急措置費)、相互扶助、親睦行事等

事業項目 提供する窓口サービス業務

証明書等の申請
受付と引渡し・
手数料預り業務

●戸籍、除籍、改製原戸籍謄本・抄本等
●住民票の写し（全部・一部）
●印鑑登録証明書（本人申請に限る）

●戸籍附票の写し(全部・一部)
●住民票記載事項証明書(全部・一部)
●各種納税証明書

税等の納付書に
よる預り業務

●固定資産税、住民税、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者
　医療保険料ほか
●上下水道使用料　　　　　　　　　  ●市営住宅使用料
●ケーブルテレビ使用料　　　　　　  ●保育所(園)・幼稚園保育料

その他業務 ●ゴミ袋販売　　　　●福祉、その他行政関係書類の本庁担当課への書類転送

▼市民交流センターの事務局と運営、サービス・活動の概要

センター長
（地区公民館長）

専任の事務局職員（住民から雇用）
※移行期間として、３年間を限度に市職
　員を１～２人派遣します

運営協議会を設置
地域住民で組織。地域づくり事業（表7）
など、地域が取り組む内容をまとめた「地
域づくり計画」を毎年作成し、市に提出。
市民交流センターの運営を行います。

1市民（窓口）サービス（表7）
　住民票の写しの申請・交付など、窓口業務の取次ぎを行います。

3地区公民館活動
　これまでの公民館活動を行います。

2地区のコミュニティ活動
　自治会・老人会・婦人会・消防団・民生児童委員・子ども会・自主防災
　組織・スポーツ２１などの活動を支援します。

事
務
局

運
営

サ
ー
ビ
ス
・
活
動

タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
は
、
市
役
所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
補
完
機

能
の
ほ
か
、
現
在
の
公
民
館
機
能
や
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
機
能
を
持
た
せ
ま
す
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
補
完
機
能
を
付
加
し
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
を
考
え
た
上
で
、
利
用
頻
度
が
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。（
表
６
）

　

申
請
は
ご
本
人
等
が
窓
口
で
行
い
、
証
明

書
の
交
付
は
翌
日
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
。

運
営
協
議
会
が
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
、市
が
活
動
費
を
交
付
し
ま
す

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
運
営
協
議
会
の
創

意
と
工
夫
で
作
成
し
た
地
域
づ
く
り
計
画
（
表

７
）
に
基
づ
い
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
こ
の
活
動
費
の
財

源
と
し
て
、
市
で
は
新
た
に
地
域
づ
く
り
交
付

金
制
度
を
創
設
し
、
市
内
全
体
で
１
５
０
０
万

円
を
上
限
と
し
て
、
均
等
割
50
％
、
人
口
割

50
％
と
し
た
上
で
、
地
域
へ
交
付
し
ま
す
。

　

従
来
か
ら
の
公
民
館
活
動
費
や
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
長（
現
地
区
公
民
館
長
）の
人
件
費
、

施
設
維
持
管
理
費
は
、
市
が
セ
ン
タ
ー
管
理

運
営
費
と
し
て
支
出
し
ま
す
。
新
設
の
専
任

の
事
務
局
職
員
の
人
件
費
も
同
様
で
す
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
モ
デ
ル
事
業

の
取
り
組
み

　

新
庁
舎
開
庁
に
合
わ
せ
て
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
開
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
コ

（表6）市民交流センターで提供を
予定している窓口サービスの内容

地
域
の
課
題
を
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
解
決

（表7）運営協議会にて作る「地域づくり計画」で取り組むことのできる活動例ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
熟
度
が
高
い
地
域
な
ど

を
モ
デ
ル
と
し
て
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

先
行
的
な
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。




